



　近年、障害者を取り巻く社会的な情勢は大きく移り変わっている。その背景には、2001 年に第 54 回世界
保健会議によって承認された国際生活機能分類（International Classification of Functioning, Disability and 
Health：以下 ICF）の寄与する所が大きい。ICF では、従来国際障害分類（以下 ICIDH）で用いられていた「機
能障害」、「能力障害」、「社会的不利」にとって代わり、マイナス面だけでなく ICIDH で捉えることができなかっ
たプラスの面についても記載できるようになった。
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そのことを危惧された保護者が A に社会とのつながりを持てるように周囲と A をつなぐ働きをされていた。そ
の一方で、ここ数年家庭等で情緒的に不安定になる様子が見られるなど以前には見られなった様子が窺われた。
　以上のことから、本研究では、成人脳性まひ者における心理リハビリテイションキャンプでの変化について























などこれまでのキャンプで見られた A の様子や A の性格等に配慮してほしいとのニーズが挙げられた。
7．心理リハビリテイョンキャンプの実施期間と構造：
（1）キャンプの期間：X 年 8 月 18 日～ 8 月 23 日
（2）キャンプの構造：キャンプ中は 1 日 3 回の動作法、集団療法、トレーナー研修、親の会などが行われる。また、
各班にスーパーヴィジョンを行うスーパーヴァイザーがおり、キャンプ中随時行われる。また、援助を受ける













































































の際に A の重心の位置について確認を行いながら課題を行うと、A は痛みを訴えずに少しずつ A 自身で重心
を移す様子が見られるようになってきた。動作法の最後に、A より「一度を歩いてみたい」ということで歩行
課題も行った。
　一方で、動作法以外の場面では、昼食時に A からトレーナーに A のきょうだいのことについて話すことや
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